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今、経営に悩みをかかえていませんか？商工会議所経営指導員が相談に応じます。
問い合わせ先：紀州有田商工会議所　ＴＥＬ：８３－４７７７

紀州有田商工会議所
相談及びセミナー参加ご希望の方は、当所までご連絡くださいＴＥＬ：８３－４７７７
７月１日㈪・８日㈪

16日㈫・22日㈪・29日㈪

経営窓口相談
いずれも午後１時～３時
相談員　経営指導員

創業・融資・労務管理など
経営の諸問題についてご相談
をお受けします

７月８日㈪
午後１時～３時

労 務 相 談
相談員　経営指導員

労働時間、就業規則、時間
外協定等労働に関する相談
及び各種助成金の相談

７月９日㈫
午後１時～４時

夏季金融相談会
場所：紀州有田商工会議所
相談員：日本政策金融公庫
　　　　担当者

運転資金が必要な方、設備
資金の必要な方はご相談く
ださい。

※詳しくは、商工会議所まで

エキスパートバンク

・事業計画の立て方
・販売促進
・店舗レイアウト、ディスプレ
　イ考案
・パソコンの有効活用
・会計システムの導入
・経営革新への取組等

※詳しくは、商工会議所まで

よろず支援拠点
出 張 相 談 会

当商工会議所と和歌山県よろず
支援拠点が連携し、出張相談会
を開催します。
経営全般に係る相談会となって
おります。　　　※事前予約制

小規模事業者を対象に専門家が
支援サポート致します

※詳しくは、商工会議所まで

相談員：宮本ひふみ司法書
　　　　士事務所
　　　　宮本 ひふみ 氏

申込、問合せは商工会議所へ

※相談無料、事前予約制

７月８日㈪・２２日㈪
いずれも午後１時～３時

記帳・税務相談
場所：紀州有田商工会議所
簡易帳簿、複式記帳の付け
方（パソコン会計含む）や
税務に関する相談をお受け
します。

７月１２日㈮
午後１時～３時

７月１０日㈬
午後１時～４時

メンタルヘルス対策相談
場所：紀州有田商工会議所

場所：紀州有田商工会議所

相談員：村上 寿美子 氏
・職場のうつ病対策
・セクハラ、パワハラ
・メンタルヘルス教育研修
・休職者への職場復帰支援
・心の健康づくりに関するご相談
※専門の産業カウンセラーが相談
　をお受けします。

７月１２日㈮
午後１時～３時

年金・助成金相談
場所：紀州有田商工会議所

７月１０日㈬
午後１時～３時

無料登記相談

相談員：村上寿美子
　　　　社会保険労務士

年金、助成金に関するご相談

窓口相談・セミナー等7月

長峰山脈を眺めながら流るる有田川。近く聞こえるのは黒潮のさざ波。
自然豊かなこの有田で人々が培ってきた「いいもの、いっぴんありだもの」
その品々を未来に引き継いでいくために紀州有田商工会議所では、特色・生
産加工技術・品質・意匠・包装など特に優れた産品を「優良土産品」として
認定・推奨しています。

今　月　の
優良土産品

　

今
月
の
優
良
土
産
品
は
、
有
田
川
の
豊
か
な
水
源
で
養
殖

さ
れ
た
鮎
を
使
用
し
た
、
香
ば
し
い
風
味
広
が
る
、
昔
懐
か

し
い
伝
統
の
味
「
鮎
の
あ
め
だ
き
」
を
紹
介
す
る
。

　

丈
右
衛
門
は
有
田
川
沿
い
で
四
十
年
以
上
、
鮎
の
養
殖
を

行
っ
て
お
り
、
鮎
の
あ
め
だ
き
に
使
用
す
る
鮎
は
自
社
養
殖

の
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。

　
「
鮎
の
あ
め
だ
き
」
は
古
来
よ
り
山
間
部
を
中
心
に
食
べ

ら
れ
て
き
た
和
歌
山
県
の
伝
統
的
な
保
存
食
で
あ
る
。
丈
右

衛
門
で
は
、
鮎
を
焼
い
た
後
、
地
元
の
手
造
り
醤
油
を
使
用

し
た
独
自
の
味
た
れ
で
じ
っ
く
り
と
数
時
間
煮
て
い
る
。
醤

油
が
ほ
の
か
に
香
り
、
や
さ
し
い
甘
味
が
お
い
し
い
昔
な
が

ら
の
味
と
な
っ
て
い
る
。

　

じ
っ
く
り
煮
る
こ
と
で
骨
ま
で
や
わ
ら
か
く
、
ふ
っ
く
ら
と

し
た
身
と
な
り
、
頭
か
ら
尻
尾
ま
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
小
さ
な
子
ど
も
や
お
年
寄
り
に
も
お
す
す
め
で
あ
る
。

　

一
箱
に
三
尾
入
っ
て
い
る
が
、
一
尾
ず
つ
真
空
パ
ッ
ク
さ

れ
て
い
る
の
で
、
保
存
に
も
便
利
で
あ
る
。

【
お
問
合
せ
】

　

丈
右
衛
門

　
　
和
歌
山
県
有
田
市
辻
堂
四
一
八

　
　
☎
〇
七
三
七
―
八
三
―
一
三
二
五

丈右衛門 鮎のあめだき

有
田
市
補
助
金

有
田
市
補
助
金

　

Ｉ
ｏ
Ｔ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
の

付
加
価
値
額
向
上
や
生
産
性

向
上
に
効
果
的
な
汎
用
製
品

を「
製
品
カ
タ
ロ
グ
」か
ら
選

択
・
導
入
す
る
こ
と
で
、中
小

企
業
等
の
付
加
価
値
や
生
産

性
の
向
上
、
さ
ら
に
は
賃
上

げ
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
補
助
金
「
中
小
企
業

省
力
化
投
資
補
助
金
」
の
公

募
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
対
象
要
件

・
中
小
企
業
等
が
、
事
務
局

Ｈ
Ｐ
に
公
開
す
る
補
助
対

象
製
品
の
リ
ス
ト
（
カ
タ

ロ
グ
）
に
登
録
さ
れ
た
製

品
か
ら
選
ん
で
省
力
化
の

た
め
の
設
備
投
資
を
行
い
、

労
働
生
産
性
年
平
均
成
長

率
三
％
向
上
を
目
指
す
事

業
計
画
に
取
組
む
こ
と
。

・（
賃
上
げ
に
よ
る
補
助
上

限
額
引
き
上
げ
を
適
用
す

る
場
合
、）
給
与
支
払
総

額
年
率
六
％
・
事
業
場
内

最
低
賃
金
年
額
四
十
五
円

以
上
の
賃
上
げ
に
取
組
む

こ
と
。

■
申
請
手
続

・
公
募
要
領
で
補
助
対
象

者
、
申
請
要
件
、
対
象
経

費
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
を

確
認
く
だ
さ
い
。

・
カ
タ
ロ
グ
を
参
照
し
て
製

品
を
選
び
、
販
売
事
業
者

に
連
絡

・
Ｇ
ビ
ズ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
の
う

え
、
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム

に
よ
り
販
売
事
業
者
と
共

同
申
請

■
交
付
申
請
期
間
（
第
一
回

公
募
）

・
受
付
開
始
日
：
令
和
六
年

六
月
二
十
五
日
㈫

・
申
請
締
切
日
：
令
和
六
年

七
月
十
九
日
㈮

・
採
択
・
交
付
決
定
日
：
令

和
六
年
八
月
下
旬
予
定

■
詳
細
に
つ
い
て
は
、
中
小

企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

よ
り
ご
確
認
く

　

だ
さ
い
。

〇
日
時

　

令
和
六
年
七
月
十
日
㈬

　

十
三
時
〜
十
五
時

〇
場
所

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

　

四
階　

相
談
室

〇
相
談
員

　

宮
本
ひ
ふ
み
司
法
書
士
事

務
所　
　
宮
本
ひ
ふ
み　
氏

〇
相
談
料

　

無
料

〇
相
談
内
容

　

相
続
、
贈
与
、
売
買
等
登

記
諸
問
題

※
参
考
に
な
る
資
料
が
あ
れ

ば
、当
日
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
申
込

　

ご
希
望
の
方
は
紀
州
有
田

商
工
会
議
所
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

　

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知

財
総
合
支
援
窓
口
で
は
、
中

小
企
業
等
の
特
許
・
商
標
等

の
知
的
財
産
に
関
す
る
悩
み

や
課
題
な
ど
の
相
談
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

当
商
工
会
議
所
に
お
い
て

相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

〇
日
時

令
和
六
年
八
月
八
日
㈭

十
三
時
三
十
分
〜
十
六
時

三
十
分

〇
場
所
…
紀
州
有
田
商
工
会

議
所

〇
相
談
員
…
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和

歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓

口
担
当
者

〇
費
用
…
無
料

〇
予
約
・
問
…
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ

和
歌
山
県
知
財
総
合
窓
口

☎
〇
七
三
―
四
八
八
―
三

二
五
六
（
事
前
予
約
）

価
高
騰
等
の
対
応
と
い
っ
た

事
業
環
境
変
化
に
対
す
る
影

響
を
受
け
る
中
小
企
業
・
小

規
模
事
業
者
か
ら
の
経
営
相

談
や
各
種
申
請
サ
ポ
ー
ト
対

応
等
を
行
う
た
め
に
、
セ
ミ

ナ
ー
や
企
業
訪
問
を
行
っ
た
。

８
．
第
十
三
回
有
田
就
職

フ
ェ
ア
を
開
催

　

事
業
所
の
求
人
活
動
、
地

元
事
業
所
へ
の
雇
用
促
進
を

は
か
る
た
め
、「
第
十
三
回

有
田
就
職
フ
ェ
ア
」
を
、
令

和
五
年
十
月
十
四
日
㈯
有
田

市
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
当
日
は
三
十
五
の
求
人

事
業
所
が
参
加
、
一
般
就
職

希
望
者
や
新
卒
予
定
者
延
べ

三
十
四
名
が
面
接
を
受
け
、

各
事
業
所
の
事
業
内
容
の
説

明
及
び
求
人
面
接
を
行
っ
た
。

９
．
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ

を
開
講

　

子
ど
も
達
の
科
学
の
芽
を

育
て
る
こ
と
を
目
的
に
箕
島

中
学
校
の
教
室
を
借
り
て
、

有
田
市
少
年
少
女
発
明
ク
ラ

ブ
を
運
営
。
年
間
二
十
一
回

教
室
を
開
催
し
た
。

10
．
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
要
望

　

行
政
と
の
連
携
を
密
に
す

る
と
共
に
、
県
内
各
商
工
会

議
所
が
求
め
る
イ
ン
フ
ラ
整

備
や
施
策
を
要
望
す
る
た

め
、
和
歌
山
県
商
工
会
議
所

連
合
会
で
県
知
事
と
の
懇
談

会
を
開
催
（
十
月
三
十
日

㈪
）、
活
発
な
意
見
交
換
を

行
っ
た
。

　

ま
た
、
有
田
市
長
へ
の
要

望
や
有
田
市
産
業
振
興
課
・

有
田
振
興
局
企
画
産
業
課
と

の
懇
談
会
を
開
催
し
、
連
携

を
は
か
っ
た
。

11
．
国
会
議
員
・
県
知
事
・

有
田
市
長
へ
の
意
見
要
望

活
動

　

意
見
要
望
活
動
と
し
て
、

和
歌
山
県
知
事
や
有
田
市
長

へ
の
要
望
に
加
え
、
県
内
選

出
国
会
議
員
に「
物
価
高
騰
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
克
服
へ
の

対
応
支
援
」、「
人
手
不
足
、

人
材
確
保
へ
の
対
策
、大
阪
・

関
西
万
博
の
成
功
と
本
県
の

観
光
資
源
の
情
報
発
信
、
受

入
環
境
整
備
へ
の
支
援
、
国

土
強
靭
化
の
推
進
、
社
会
資

本
整
備
の
促
進
に
つ
い
て
」

「
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製

油
所
エ
リ
ア
の
企
業
誘
致
に

つ
い
て
」
の
要
望
活
動
を

行
っ
た
。

　

以
上
、
主
な
事
業
を
列
記

し
ま
し
た
が
、
当
該
年
度
に

お
い
て
計
画
通
り
事
業
が
実

施
出
来
な
か
っ
た
も
の
が
あ

る
が
、
お
お
む
ね
会
員
事
業

所
の
支
援
が
出
来
た
も
の
と

確
信
す
る
も
の
で
あ
り
、
令

和
五
年
度
事
業
へ
の
ご
協

力
、
ご
支
援
に
対
し
厚
く
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
五
年
度
の
我
が
国
経

済
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
五
類
移
行
に
伴

い
、
緩
や
か
に
景
気
が
回
復

し
た
も
の
の
歴
史
的
な
円
安

や
物
価
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
騰
、
深
刻
な
人
手
不
足

に
よ
る
人
件
費
高
騰
な
ど
厳

し
い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の

長
期
化
に
よ
る
影
響
や
中
東

地
域
の
紛
争
、
円
安
な
ど
の

複
合
的
な
要
因
に
よ
り
、
我

が
国
経
済
は
三
十
年
ぶ
り
の

物
価
上
昇
率
に
直
面
し
ま
し

た
。
会
員
事
業
所
に
お
い
て

も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高

騰
や
原
材
料
費
・
人
件
費
の

高
騰
に
よ
る
影
響
が
非
常
に

大
き
く
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
き
ま
し
た
。

　

加
え
て
、
令
和
六
年
元
日

に
発
生
し
た
「
能
登
半
島
地

震
」
に
自
然
の
驚
異
と
備
え

の
重
要
性
を
目
の
当
た
り
に

し
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
へ
の

備
え
の
必
要
性
を
改
め
て
実

感
し
ま
し
た
。

　

当
市
に
お
い
て
は
、Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
㈱
和
歌
山
製
造
所
の

石
油
精
製
機
能
の
停
止
に
伴

い
、
新
し
い
航
空
燃
料
（
Ｓ

Ａ
Ｆ
）
の
製
造
を
進
め
る
取

り
組
み
が
始
ま
る
と
と
も

に
、
新
し
い
産
業
の
誘
致
、

有
和
中
学
校
の
開
校
、
箕
島

南
北
道
路
の
建
設
着
工
、
有

田
市
健
康
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

開
設
等
新
し
い
取
組
み
が
始

ま
っ
た
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
当
所
と

し
て
は
、
会
員
事
業
所
に
寄

り
添
っ
た
経
営
改
善
普
及
事

業
（
金
融
、
労
務
、
経
営
支

援
等
）に
取
組
む
と
と
も
に
、

四
年
ぶ
り
に
開
催
し
た
「
紀

文
ま
つ
り
花
火
大
会
」
へ
の

協
力
、
地
域
内
経
済
循
環
を

活
性
化
す
る
た
め
の
「
バ
イ

ロ
ー
カ
ル
事
業
」
や
地
域
の

特
産
品
等
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
こ

だ
わ
り
逸
品
物
産
展
」、
有

田
の
食
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

「
有
田
ふ
る
さ
と
う
ま
い
も

ん
ま
つ
り
」
等
を
開
催
し
、

地
域
経
済
の
活
性
化
に
取
組

ん
だ
。
以
下
、
令
和
五
年
度

に
実
施
し
た
主
な
事
業
を
報

告
す
る
。

１
．
第
二
十
一
回
有
田
ふ
る

さ
と
う
ま
い
も
ん
ま
つ
り

を
開
催

　
「
有
田
の
魅
力
と
う
ま
い

も
ん
」
を
テ
ー
マ
に
十
一
月

五
日
㈰
有
田
川
ふ
る
さ
と
の

川
総
合
公
園
（
南
岸
）
に
お

中
心
市
街
地
活
性
化
検
討
会

を
設
置
し
、
ソ
フ
ト
、
ハ
ー

ド
の
両
面
か
ら
活
性
化
を
図

る
た
め
の
取
り
組
み
を
開
始

し
た
。

　

令
和
六
年
度
事
業
と
し

て
、
若
手
後
継
者
を
中
心
に

箕
島
駅
前
通
り
で
歩
行
者
天

国
を
企
画
し
、
昭
和
の
賑
わ

い
を
再
現
す
る
事
業
等
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。ま
た
、

商
工
会
議
所
と
し
て
の
箕
島

の
再
開
発
に
向
け
た
ビ
ジ
ョ

ン
策
定
に
も
取
り
組
む
。

３
．
国
・
県
・
市
の
補
助
金

申
請
を
支
援

　

小
規
模
事
業
者
の
販
売
促

進
や
新
規
設
備
導
入
の
資
金

と
し
て
国
の
「
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
」
の
申
請

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
二
十
件

申
請
し
、
十
二
件
採
択
さ
れ

た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の

経
営
の
再
構
築
を
支
援
す
る

県
の
「
事
業
再
構
築
チ
ャ
レ

ン
ジ
補
助
金
」に
つ
い
て
は
、

十
三
件
の
申
請
を
支
援
。
十

件
が
採
択
さ
れ
た
。そ
の
他
、

「
わ
か
や
ま
地
域
課
題
解
決

型
起
業
支
援
補
助
金
」
に
一

件
申
請
し
、
採
択
さ
れ
た
。

　

有
田
市
独
自
の
補
助
金
で

あ
る
、「
創
業
支
援
補
助
金
」の

申
請
を
十
一
件
、「
魅
力
発

信
動
画
等
製
作
補
助
金
」
の

申
請
を
七
件
、「
有
田
市
販

路
開
拓
支
援
事
業
補
助
金
」

の
申
請
を
一
件
行
い
、
す
べ

て
補
助
金
が
採
択
さ
れ
た
。

４
．
経
営
改
善
普
及
事
業
の

推
進

　

経
営
改
善
普
及
事
業
と
し

て
、
融
資
の
貸
付
二
億
九
，

〇
五
〇
万
円
、
税
務
申
告
は

延
べ
三
三
六
件
の
相
談
指
導

（
消
費
税
、
源
泉
税
含
む
）、

労
働
保
険
事
務
委
託
に
つ
い

て
は
三
一
五
事
業
所
の
年
度

い
て
、「
第
二
十
一
回
有
田

ふ
る
さ
と
う
ま
い
も
ん
ま
つ

り
」
を
開
催
。

　

有
田
の
食
材
を
利
用
し
た

グ
ル
メ
コ
ン
テ
ス
ト
（
二
十

三
店
舗
参
加
）、
ふ
れ
あ
い

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ダ
ン
ス
、
楽

器
演
奏
、
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
コ
ン
サ
ー

ト
や
大
道
芸
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
な
ど
様
々
な
催
し
を
実
施

し
、
約
九
，〇
〇
〇
人
の
来

場
者
で
賑
う
楽
し
い
一
日
を

創
造
し
た
。

２
．
中
心
市
街
地
（
箕
島
駅

お
よ
び
そ
の
周
辺
）
の
活

性
化
検
討
会
設
置

　

有
田
市
の
玄
関
口
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
箕
島
駅
お
よ
び
そ
の
周

辺
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

更
新
の
指
導
、
そ
の
他
定
期

相
談
一
一
八
回
、
集
団
指
導

（
講
習
会
）
十
九
回
、
延
べ
四

五
三
名
の
参
加
が
あ
っ
た
。

５
．
第
二
十
九
回
労
働
安
全

衛
生
大
会
を
開
催

　

労
働
災
害
を
な
く
す
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
第
二

十
九
回
労
働
安
全
衛
生
大
会

を
開
催
。「
労
働
災
害
の
現

状
と
対
策
」、「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

対
策
」に
つ
い
て
研
修
し
た
。

　

ま
た
、
安
全
衛
生
活
動
に

よ
り
、
労
働
災
害
を
な
く
す

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
三

事
業
所
を
表
彰
す
る
な
ど
、

安
全
衛
生
活
動
の
推
進
を

図
っ
た
。

６
．
経
営
発
達
支
援
事
業
と

し
て
、「
伴
走
型
小
規
模

事
業
者
支
援
推
進
事
業
」

を
実
施

⑴
新
た
な
需
要
開
拓
に
寄
与

す
る
事
業
「
バ
イ
ロ
ー
カ

ル
事
業
」

　

十
月
一
日
〜
十
一
月
三
十

日
の
二
か
月
間
、
バ
イ
ロ
ー

カ
ル
事
業
を
実
施
。
地
元
の

店
を
知
っ
て
も
ら
い
、
地
元

の
店
で
買
い
物
を
し
て
頂
く

た
め
、
参
加
店
舗
の
チ
ラ
シ

作
成
や
シ
ー
ル
ラ
リ
ー
も
行

い
、
販
売
力
強
化
に
取
り
組

ん
だ
。
一
二
三
店
舗
が
参
加

し
、
新
規
顧
客
獲
得
を
図
っ

た
。

⑵
新
た
な
需
要
開
拓
に
寄
与

す
る
事
業
「
こ
だ
わ
り
逸

品
物
産
展
」

　

令
和
六
年
一
月
二
十
七
日

㈯
に
有
田
川
温
泉
鮎
茶
屋
で

開
催
。
物
産
展
事
業
で
は
、

参
加
事
業
所
の
商
品
を
紹
介

す
る
チ
ラ
シ
を
作
成
、
配
布

す
る
と
と
も
に
Ｐ
Ｒ
動
画
を

作
成
し
、
Y
o
u
T
u
b
e
や

I
n
s
t
a
g
r
a
m
で
物
産

展
の
様
子
を
配
信
し
、
地
元

商
品
の
魅
力
等
を
発
信
、
認

知
度
向
上
を
図
っ
た
。

７
．「
制
度
改
正
等
の
課
題

解
決
環
境
整
備
事
業
」、

「
事
業
環
境
変
化
対
応
型

支
援
事
業
」
を
実
施

⑴
制
度
改
正
等
の
課
題
解
決

環
境
整
備
事
業

　

働
き
方
改
革
関
連
法
な
ど

の
労
働
法
制
、
民
法
等
の
各

種
制
度
改
正
や
生
産
性
向
上

に
向
け
た
デ
ジ
タ
ル
化
や
グ

リ
ー
ン
化
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
等
の
諸
課
題

に
対
応
す
る
た
め
、
講
習
会

等
の
開
催
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

等
に
よ
る
周
知
・
広
報
、
専

門
家
や
相
談
員
に
よ
る
個
別

相
談
窓
口
の
設
置
な
ど
を
実

施
し
、
小
規
模
事
業
者
・
中

小
企
業
等
が
円
滑
に
諸
課
題

に
対
応
で
き
る
よ
う
事
業
に

取
り
組
ん
だ
。

⑵
事
業
環
境
変
化
対
応
型
支

援
事
業

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
等
に
よ
る
影
響
や
最
低

賃
金
引
上
げ
、デ
ジ
タ
ル
化
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
導
入
、
物

　

今
年
度
か
ら
商
工
会
議
所

に
入
所
し
た
栩
野
真
梨
子
で

す
。
早
く
仕
事
を
覚
え
て
、

地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
立

て
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

こ
れ
か
ら
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

四
月
か
ら
商
工
会
議
所
に

入
所
し
た
辻
陽
登
で
す
。今

ま
で
は
、専
門
学
校
に
通
い

Ｉ
Ｔ
に
関
す
る
知
識
な
ど

様
々
な
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

し
た
。未
熟
な
部
分
も
あ
り

ま
す
が
、地
域
の
皆
様
の
お

役
に
立
て
る
よ
う
に
精
進
し

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

　

有
田
市
で
は
市
内
の
中
小

企
業
者
等
が
動
画
等
を
用
い

て
経
営
上
の
魅
力
や
自
社
製

品
の
強
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め

の
費
用
を
一
部
補
助
し
ま

す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た

る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
個
人
事
業
主
、
複
数

の
事
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
団
体
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人

■
補
助
対
象
事
業

　

令
和
六
年
度
中
に
完
了
す

る
も
の
で
、
次
の
経
費
が
補

助
対
象
事
業
で
す
。

・
事
業
者
等
の
紹
介
動
画
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に

関
す
る
経
費

・
製
品
等
の
販
売
促
進
の
た

め
の
動
画
、
カ
タ
ロ
グ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
作
成
に

関
す
る
経
費

・
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
開
設
も
し

く
は
改
良
に
関
す
る
経
費

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ

プ
に
出
店
す
る
場
合
の
初

期
経
費

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
の
公
式
ア
カ
ウ

ン
ト
の
開
設
に
関
す
る
経

費
（
令
和
六
年
度
よ
り
）

・
店
頭
看
板
等
の
作
成
に
関

す
る
経
費
（
令
和
六
年
度

よ
り
）
市
内
に
所
在
す
る

小
売
業
、
飲
食
業
、
サ
ー

ビ
ス
業
等
の
店
舗
に
限
る

■
補
助
金
の
額

　

動
画
等
の
作
成
に
係
る
経

費
の
二
分
の
一
以
内
（
補
助

上
限
額
三
十
万
円
）

■
申
請
受
付

　

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

の
受
付

※
詳
細
は
交
付
要
綱
を
ご
確

認
の
上
、申
請
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

有
田
市
産
業
振
興
課

　

☎
〇
七
三
七
―

二
二
―
三
六
二
四

　

有
田
市
で
は
二
〇
二
五
年

に
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘
客
一
万

人
を
目
指
す
に
あ
た
り
、
令

和
六
年
度
か
ら
令
和
七
年
度

に
限
っ
て
市
内
の
中
小
企
業

者
等
が
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受
入

環
境
を
行
う
た
め
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

■
対
象
者

　

市
内
に
本
社
ま
た
は
主
た

る
事
業
所
を
有
す
る
中
小
企

業
者
、
個
人
事
業
主
、
複
数

の
事
業
者
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
る
団
体
、
特
定
非
営
利
活

動
法
人

■
補
助
対
象
事
業

　

令
和
六
年
度
中
に
完
了
す

る
も
の
で
、
次
の
経
費
が
補

助
対
象
と
な
り
ま
す
。

・
店
頭
看
板
、
メ
ニ
ュ
ー
等

の
多
言
語
表
示
に
関
す
る

経
費

・
自
社
サ
イ
ト
、
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
等
の
多
言
語
化
に

関
す
る
経
費

・
店
頭
ス
タ
ッ
フ
等
に
対
す

る
訪
日
外
国
人
対
応
研
修

に
関
す
る
経
費

・
訪
日
外
国
人
に
向
け
た

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
導

入
に
関
す
る
経
費

※
補
助
対
象
事
業
の
要
件
詳

細
に
つ
い
て
は
交
付
要
綱
を

確
認
の
上
申
請
く
だ
さ
い
。

■
補
助
金
額

　

補
助
対
象
経
費
の
二
分
の

一
以
内
（
補
助
上
限
額
三
十

万
円
）

※
他
の
補
助
金
と
の
併
用
が

可
能
で
す
。
も
う
一
方
の

補
助
業
が
併
用
を
認
め
な

い
場
合
を
除
く
。

■
申
請
受
付

　

予
算
の
範
囲
内
で
先
着
順

の
受
付

※
詳
細
は
交
付
要
綱
を
ご
確

認
の
上
、申
請
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ

　

有
田
市
産
業
振
興
課

　

☎
〇
七
三
七
―

二
二
―
三
六
二
四

商
標
・
特
許
・
意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

〜
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
〜

商
標
・
特
許
・
意
匠
な
ど
知
財
相
談
会

〜
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
和
歌
山
県
知
財
総
合
支
援
窓
口
〜

職
員
紹
介

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

無
料
登
記
相
談
の
ご
案
内

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
二
号
議
員

　
　
　
　
　
補
欠
選
任
に
つ
い
て

紀
州
有
田
商
工
会
議
所
二
号
議
員

　
　
　
　
　
補
欠
選
任
に
つ
い
て

　

当
商
工
会
議
所
二
号
議
員

が
四
月
十
七
日
開
催
の
選
挙

管
理
委
員
会
に
お
い
て
選
任

さ
れ
ま
し
た
。

・
川
口
吉
春　
氏

　
【
商
業
部
会
】

（
㈲
有
田
植
物
園
） 　

当
商
工
会
議
所
で
は
、
事

業
者
の
資
金
繰
り
に
対
す
る

融
資
相
談
、
従
業
員
へ
の
賞

与
の
支
払
い
や
買
掛
金
な
ど

の
夏
季
資
金
が
必
要
な
方
の

た
め
の「
夏
季
金
融
相
談
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
す
。

〇
日
時

　

令
和
六
年
七
月
九
日
㈫

　

十
三
時
〜
十
六
時

〇
場
所

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

会
議
室

〇
相
談
員

日
本
政
策
金
融
公
庫（
国
民

生
活
事
業
）
融
資
担
当
者

☆
融
資
申
込
希
望
の
場
合
に

必
要
な
書
類
（
当
日
）

〈
個
人
の
方
〉

・
令
和
四
年
度
、
五
年
度
の

二
期
分
の
確
定
申
告
書
、

決
算
書

・
見
積
書
（
設
備
資
金
の
場

合
）

〈
法
人
の
方
〉

・
会
社
の
登
記
簿
謄
本
（
初

め
て
の
方
）

・
直
前
二
期
分
の
申
告
書
、

決
算
書
、
最
近
の
試
算
表

・
見
積
書
（
設
備
資
金
の
場

合
）

〇
申
込

　

ご
希
望
の
方
は
七
月
四
日

㈭
ま
で
に
商
工
会
議
所
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先

着
順
）

☎
〇
七
三
七
―

八
三
―
四
七
七
七

夏
季
金
融
相
談
会

夏
季
金
融
相
談
会

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

中
小
企
業
省
力
化
投
資
補
助
金

　

紀
文
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
望
月
良
男
委
員
長
）
で
は
、

第
四
十
二
回
紀
文
ま
つ
り
を

八
月
十
一
日
（
日
祝
）
に
開

催
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

　

有
田
市
の
夏
を
象
徴
す
る

一
大
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
、
コ

ロ
ナ
禍
が
始
ま
っ
て
以
来
四

年
ぶ
り
と
な
っ
た
前
回
は
三

八
，〇
〇
〇
人
が
訪
れ
た
。

　

四
十
二
回
目
の
開
催
と
な

る
今
回
は
、
前
回
の
二
，〇

〇
〇
発
か
ら
三
，〇
〇
〇
発

へ
花
火
を
増
発
。
こ
れ
ま
で

以
上
に
迫
力
あ
る
花
火
を
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
。

■
開
催
日

令
和
六
年
八
月
十
一
日

（
日
祝
）

予
備
日
：
八
月
十
二
日（
月

振
休
）

■
開
催
場
所

有
田
市
役
所
周
辺
及
び
有

田
川
河
川
敷

　

昨
年
初
め
て
の
試
み
と

な
っ
た
、
橋
の
上
か
ら
真
正

面
に
花
火
を
楽
し
め
る
「
有

田
サ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
特
別
観

覧
席
も
継
続
実
施
す
る
。
詳

細
は
有
田
市
役
所

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
当
商
工
会
議
所
（
川
端
隆
也
会
頭
）
は
、
第
一
三
四
回
通

常
議
員
総
会
を
六
月
二
十
八
日
に
㈱
有
田
川
で
開
催
し
た
。

　
総
会
で
は
、
川
端
会
頭
の
挨
拶
の
後
、
令
和
五
年
度
事
業

報
告
書（
案
）及
び
収
支
決
算
書（
案
）等
を
審
議
、
原
案
通
り

可
決
承
認
さ
れ
た
。

第
一
三
四
回
通
常
議
員
総
会
開
催

第
一
三
四
回
通
常
議
員
総
会
開
催

第
一
三
四
回
通
常
議
員
総
会
開
催

第
四
十
二
回
紀
文
ま
つ
り

　
　八
月
十
一
日
（
日
祝
）
開
催

第
四
十
二
回
紀
文
ま
つ
り

　
　八
月
十
一
日
（
日
祝
）
開
催

令
和
五
年
度
事
業
報
告

令
和
五
年
度
事
業
報
告

令
和
五
年
度
事
業
報
告

■
総
括
的
概
要

有
田
市
魅
力
発
信
動
画

等
製
作
補
助
金

有
田
市
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

受
入
環
境
整
備
補
助
金
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足と身体の健康工房
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1,980円

紀州有田商工会議所3階
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靴下をはくだけで
外反母趾の角度が改善します。

あなたを
える靴下支

売上日本一ではなくサービス日本一を目指す
『サービス小売業で活路を開こう』発売中!!

2019年3月4日に販売開始した当事務所の本書が、
ついにアマゾン推奨No.1 書籍を5年間連続して
達成することができました（amazon myisbn 部門）。
今後の経営の商店経営の指針となる充実した内容と
なっておりますので、ぜひお求め下さい。

販売先：アマゾン　価格：2,442円（税込）
楠本中小企業診断士事務所
☎0737－88－5355　有田市下中島156－3

内 職 募 集 中
手袋ミシン・仕上げ・糸処理など
誰でも簡単にできる作業内容です。
詳しくは一度お問い合わせください

☎0737-82-4751
担当：上田

株式会社奥田
有田市千田 1 0 4 0

　

全
国
的
に
猛
暑
に
な
っ
た

昨
年
の
夏
、
北
日
本
を
中
心

に
、
多
く
の
場
所
で
観
測
史

上
１
位
の
暑
さ
を
記
録
し
ま

し
た
。
特
に
、
秋
田
県
内
は

暑
さ
の
勢
い
が
止
ま
ら
ず
、

過
去
の
観
測
史
上
最
高
気
温

上
位
10
位
の
う
ち
、
五
つ
が

更
新
さ
れ
た
ほ
ど
で
し
た
。

　

こ
の
記
録
で
ふ
と
思
い
出

し
た
の
が
、
秋
田
の
夏
の
風

物
詩
「
バ
バ
ヘ
ラ
ア
イ
ス
の

で
す
。
物
販
棟
は
化
粧
品
店

を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ

り
、
棚
や
シ
ョ
ー
ケ
ー
ス
な

ど
住
時
の
も
の
が
数
多
く

残
っ
て
い
ま
し
た
。

　

様
々
な
繋
が
り
を
経
て
、

こ
の
辻
本
邸
を
改
修
し
て
事

【
辻
本
と
は
？
】

　

屋
号
で
あ
る
「
辻
本
」
の

由
来
は
、
活
用
す
る
古
民
家

が
「
辻
本
邸
」
だ
か
ら
で
す
。

こ
の
辻
本
邸
は
築
一
一
〇
年

以
上
の
日
本
家
屋
の
横
に
物

販
棟
が
連
結
し
て
い
る
建
物

映
画
会 

「
オ
レ
ン
ジ
ラ
ン
プ
」

・
日
時
…
九
月
二
十
一
日
㈯

・
開
場
…
十
三
時

・
開
演
…
十
三
時
三
十
分

　
（
約
一
〇
〇
分
）

・
整
理
券
…
七
月
十
二
日
㈮

〜
配
布
開
始

※
予
定
枚
数
に
達
し
次
第
終
了

【
全
席
自
由
】
入
場
無
料
（
要

整
理
券
）

※
字
幕
付
き

・
配
布
場
所
…
市
民
会
館
、

高
齢
介
護
課

第
六
回
大
阪
交
響
楽
団
特
別

演
奏
会
紀
文
ホ
ー
ル
名
曲
セ

レ
ク
シ
ョ
ン

・
日
時
…
十
月
十
九
日
㈯

・
開
場
…
十
四
時
三
十
分

・
開
演
…
十
五
時

　
（
約
一
二
〇
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
七
月
六
日
㈯

〜
販
売
開
始

・
販
売
場
所…

有
田
市
民
会

館
、
ま
た
は
イ
ー
プ
ラ
ス

https://eplus.jp

【
全
席
指
定
】

・
大
人
…
前
売
券
二
，〇
〇
〇

　

円
（
当
日
二
，五
〇
〇
円
）

・
高
校
生
…
前
売
券
八
〇
〇

　

円
（
当
日
一
，〇
〇
〇
円
）

・
小
中
学
生
…
前
売
券
五
〇

　

〇
円
（
当
日
八
〇
〇
円
）

※
未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

指
揮
者
…
大
井
駿

ト
ラ
ン
ぺ
ッ
タ
ー
…
児
玉
隼
人

管
弦
楽
…
大
阪
交
響
楽
団

實
　川
　
風

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

・
日
時
…
七
月
十
四
日
㈰

・
開
場
…
十
三
時
三
十
分

・
開
演
…
十
四
時

　
（
約
一
二
〇
分
）

・
チ
ケ
ッ
ト
…
販
売
中

・
販
売
場
所
…
有
田
市
民
会

館
、
ま
た
は
イ
ー
プ
ラ
ス

https://eplus.jp

【
全
席
指
定
】

・
大
人
…
前
売
券
一
，五
〇
〇

　

円
（
当
日
二
，〇
〇
〇
円
）

・
高
校
生
…
前
売
券
八
〇
〇

　

円
（
当
日
一
，〇
〇
〇
円
）

・
小
中
学
生
…
前
売
券
五
〇

〇
円
（
当
日
八
〇
〇
円
）

※

未
就
学
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
願
い
ま
す
。

・
問…

有
田
市
民
会
館　

　

☎
八
二―

二
六
二
六

【
駄
菓
子
屋 

概
要
】

　

辻
本
一
階
に
入
る
駄
菓
子

屋
は
五
月
五
日
「
こ
ど
も
の

日
」に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

近
隣
で
し
ば
ら
く
ぶ
り
に
出

来
た
駄
菓
子
屋
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
子
ど
も
に
は
新
鮮

で
、
大
人
に
は
懐
か
し
い
場

所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
か
ら
数
日
が
経

ち
ま
す
が
、
地
元
の
小
学
生

が
ド
ア
の
前
で
開
店
待
ち
を

し
て
い
ま
す
。
お
小
遣
い
を

業
を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

【
改
修
の
実
施
】

　

長
年
空
き
家
と
な
っ
て
い

た
辻
本
邸
。
残
さ
れ
た
荷
物

整
理
か
ら
改
修
を
ス
タ
ー
ト

し
、
住
居
・
物
販
棟
と
も
に

自
分
た
ち
の
手
で
工
事
を
進

め
て
き
ま
し
た
。
現
在
も
物

販
棟
の
雨
漏
り
を
修
理
し
て

い
る
途
中
で
す
。

　

友
人
・
知
人
を
は
じ
め

様
々
な
方
に
助
け
ら
れ
な
が

ら
、工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。

握
り
し
め
、
ど
れ
を
買
お
う

か
計
算
し
、
真
剣
に
悩
ん
で

い
ま
す
。

辻
本

住
所…

有
田
市
初
島
町
浜
一

三
一
八―

一

　

営
業
時
間
・
定
休
日
は
週

に
よ
っ
て
変
わ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、

Instagram

（@tsujimoto_arida

）

やGoo gle

で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

「
第
七
回
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
キ
ル
ト
展
」

・
開
催
日
…
七
月
十
九
日
㈮
〜
二
十
一
日
㈰

　
　
　
　
十
時
〜
十
六
時
三
十
分
（
最
終
日
十
六
時
）

・
場
所
…
有
田
市
民
会
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
郷
土
資
料
館
　
歴
史
講
座
」

・
開
催
日
…
①
七
月
十
四
日
㈰

　
　
　
　
　
②
七
月
二
十
一
日
㈰

　
　
　
　
　
全
二
回
　
十
三
時
三
十
分
〜
十
五
時

・
内
容

①
古
代
日
本
犬
の
成
立
―
弥
生
〜
古
墳
時
代
の
最
新

成
果
か
ら
―

　
古
代
に
お
け
る
日
本
・
韓
国
の
「
犬
」
に
つ
い
て
、

和
歌
山
県
内
遺
跡
か
ら
の
出
土
例
と
共
に
、
元
大
阪

府
立
狭
山
池
博
物
館
学
芸
員
で
あ
る
宮
崎
泰
史
氏
に

解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

②
紀
氏
と
葛
城
氏
―
渡
来
文
化
の
受
容
と
岩
橋
千
塚

古
墳
群
―

　
古
代
の
和
歌
山
を
支
配
し
た
豪
族
・
紀
氏
に
つ
い

て
、
郷
土
資
料
館
協
議
会
委
員
で
あ
る
冨
加
見
康
彦

氏
に
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
参
加
費
…
無
料

・
講
師
　

①
元
大
阪
府
立
狭
山
池
博
物
館
学
芸
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
崎
　泰
史
　氏

②
郷
土
資
料
館
協
議
会
委
員
　
冨
加
見
　泰
彦
　氏

・
場
所
…
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
三
階
会
議
室

・
定
員
…
各
回
三
十
名

・
申
込
方
法
…
電
話
ま
た
は
申
込
フ
ォ
ー
ム
に
て

・
主
催
…
有
田
市
教
育
委
員
会

・
申
込
・
問
合
先
…
文
化
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

☎
八
二
―
三
二
二
一
（
水
曜
休
館
）

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

有
田
市
図
書
館
イ
ベ
ン
ト

気象予報士×税理士  気象予報士×税理士  藤富郷の

窓
の
民
市

屋
台
」。
道
路
沿
い
の
パ
ラ

ソ
ル
の
下
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

が
ヘ
ラ
で
２
色
の
ア
イ
ス
を

花
の
形
に
盛
り
付
け
て
く
れ

ま
す
。
15
年
前
に
訪
れ
た
と

き
は
、
現
在
ほ
ど
暑
く
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
近
年
の

異
常
な
暑
さ
に
、
屋
外
で
の

販
売
は
店
員
さ
ん
の
体
調
が

心
配
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

今
年
は
、
ペ
ル
ー
沖
の
海
水

温
が
平
年
よ
り
低
い
た
め
、

「
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
現
象
」
が
発

生
す
る
予
想
で
、
猛
暑
の
可

能
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

熱
中
症
に
ま
す
ま
す
注
意
が

必
要
で
す
。

　

例
年
、
熱
中
症
で
救
急
搬

送
さ
れ
る
人
は
高
齢
者
が
半

数
以
上
で
す
が
、
現
役
世
代

も
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま

す
。
実
は
、
熱
中
症
は
気
温

だ
け
で
な
く
、
湿
度
、
風
速
、

日
射
量
な
ど
複
数
の
要
素
が

関
係
し
て
い
ま
す
の
で
、
気

温
の
数
字
だ
け
見
て
い
る
と

油
断
し
が
ち
で
す
。そ
こ
で
、

参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い

の
が
「
暑
さ
指
数
（
Ｗ
Ｂ
Ｇ

Ｔ
）」
で
す
。
先
ほ
ど
の
複

数
の
要
素
を
考
慮
し
た
熱
中

症
リ
ス
ク
の
指
標
で
、
指
数

31
以
上
が
一
番
高
い「
危
険
」

ラ
ン
ク
。
外
出
を
控
え
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
に「
厳
重
警
戒
」や「
警
戒
」

レ
ベ
ル
が
あ
り
、
室
温
の
上

昇
や
十
分
な
休
息
に
つ
い
て

も
注
意
喚
起
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
１
年
以
降
は
、
こ

の
暑
さ
指
数
を
活
用
し
た

「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」

が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。
前

日
や
当
日
の
予
想
で
、
観
測

地
点
の
ど
こ
か
が
指
数
33
以

上
に
な
る
と
都
道
府
県
単
位

で
発
表
さ
れ
ま
す
。
昨
年
の

発
表
は
合
計
１
２
３
２
回
で

し
た
。
そ
し
て
、
今
年
か
ら

は
さ
ら
な
る
猛
暑
に
備
え

て
、
も
う
一
段
階
特
別
な
ア

ラ
ー
ト
が
開
始
さ
れ
ま
し

た
。
そ
れ
が
「
熱
中
症
特
別

警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
で
す
。
こ

れ
は
、
都
道
府
県
の
全
地
点

の
暑
さ
指
数
が
35
以
上
に

な
っ
た
時
に
発
表
さ
れ
ま

す
。
過
去
10
年
間
で
基
準
に

達
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
暑
さ
レ
ベ
ル
は
容
赦
な

く
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
職
場
で
は
「
安
全

配
慮
義
務
」
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。
職
員
の
熱
中
症

に
関
し
て
も
十
分
に
注
意
が

必
要
で
す
。
屋
外
で
の
作
業

は
、
適
切
な
判
断
で
休
憩
や

休
止
を
取
り
入
れ
、
風
通
し

の
良
い
服
装
や
水
分
補
給
に

も
配
慮
し
な
く
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
熱
中
症
が
疑
わ
れ
、

症
状
が
回
復
し
な
い
場
合
は
、

書
い
て
下
さ
い
。
投
稿
い
た

だ
い
た
感
想
の
中
か
ら
趣
旨

を
変
え
な
い
範
囲
で
添
削
や

割
愛
し
て
「
市
民
の
窓
」
に

掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
匿
名
希
望
も
可
）

◎
あ
て
先
＝

　

〒
６
４
９
―
０
３
９
８

　

紀
州
有
田
商
工
会
議
所

『
商
工
ニ
ュ
ー
ス
パ
ズ
ル
係
』

◎
応
募
は
が
き
に
は
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
・
年
齢
を

は
っ
き
り
書
い
て
下
さ
い
。

◎
賞
　
品
＝
七
月
〜
十
二
月

号
を
対
象
に
抽
選

◎
六
月
号
の
正
解
は
「
水
無

月
」
で
し
た
。

◎
抽
選
の
結
果
、
田
中
公
子

さ
ん
他
九
名
の
方
が
当
選
さ

れ
ま
し
た
。

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

市
内
イ
ベ
ン
ト
情
報

し
催
と
会

　

地
域
の
子
ど
も
会
活
動
や

行
事
が
楽
し
く
進
む
よ
う

に
、
小
さ
な
子
ど
も
た
ち
に

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
、
大

人
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
す

る
リ
ー
ダ
ー
的
な
活
動
を
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

・
日
時
…
八
月
十
六
日
㈮

　

八
時
〜
十
七
時
三
十
分

・
場
所

大
阪
府
立
青
少
年
海
洋
セ

ン
タ
ー

・
参
加
者

小
学
六
年
生
〜
中
学
三
年

生
（
市
内
在
住
・
在
学
）

二
十
人
程
度

・
内
容

〇
人
間
関
係
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

（
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
指
導

す
る
力
を
養
う
）
等

〇
海
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
カ
ッ

タ
ー
、
Ｏ
Ｐ
ヨ
ッ
ト
に
乗

ろ
う
）
等

・
参
加
費
…
三
，〇
〇
〇
円

・
申
込

　

七
月
八
日
㈪
〜
十
六
日
㈫

　

土
日
祝
日
除
く

電
話
で
申
込
と
な
り
ま

す
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
七
月

十
九
日
以
降
、
当
選
の
方

の
み
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

・
問
・
申
込

有
田
市
教
育
委
員
会
生
涯

学
習
課

　

☎
二
二
―
三
七
六
三

・
応
募
資
格
…
有
田
市
内
在

住
、
在
学
、
在
勤
の
方
、

及
び
有
田
市
内
の
文
芸

サ
ー
ク
ル
に
所
属
す
る
方

・
部
門
…
小
学
生
俳
句
の

部
、
小
学
生
短
歌
の
部
、

中
学
生
俳
句
の
部
、
中
学

生
短
歌
の
部
、
一
般
俳
句

の
部
、
一
般
短
歌
の
部

※

未
就
学
児
は
応
募
で
き
ま

せ
ん
。

※

高
校
生
以
上
は
一
般
の
部

と
し
ま
す
。

・
募
集
期
間
…
七
月
一
日
㈪

〜
十
一
月
三
十
日
㈯
ま
で

・
応
募
要
領
…
小
学
生
及
び

中
学
生
の
部
は
一
人
一
作

品
。

 

一
般
の
部
は
一
人
二
作
品

以
内
。

（
一
人
に
つ
き
俳
句
と
短

歌
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
募

可
。
両
方
応
募
の
場
合
は

そ
れ
ぞ
れ
応
募
用
紙
を
作

成
す
る
こ
と
。）

・
題
は
自
由
。

・
未
発
表
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

作
品
に
限
る
。

・
応
募
は
専
用
の
応
募
用
紙

や
ハ
ガ
キ
等
に
、
応
募
す

る
部
門
・
作
品
・
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
必
ず

記
入
の
う
え
事
務
局
ま
で

直
接
持
参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ

（
八
二―

三
三
一
一
）メ
ー

ル（bunkafukusi@city.
arida.lg.jp

）で
応
募
し
て

く
だ
さ
い
。

・
応
募
先
…
有
田
市
教
育
委

員
会　

文
化
振
興
係

 

〒
六
四
九―

〇
三
〇
四　

有
田
市
箕
島
二
七　

文
化

福
祉
セ
ン
タ
ー
内

　

☎
八
二―

三
二
二
一

じ
つ

か
わ

か
お
る

☆
応
募
要
項

◎
応
募
締
め
切
り
＝

　

七
月
十
日
（
消
印
有
効
）

◎
発
　
表
＝
八
月
号
で

◎
官
製
は
が
き
に
七
月
号
と

明
記
の
う
え
七
月
号
で
良

か
っ
た
記
事
・
感
想
・
市
内

の
ニ
ュ
ー
ス
等
と
お
答
え
を

す
。

（
初
島
町　

大
谷
マ
サ
子
さ

ん
）

◆

　

今
年
も
も
う
す
ぐ
う
っ
と

う
し
い
梅
雨
入
り
の
季
節
で

す
ね
。
元
気
に
こ
の
時
期
を

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
。

（
港
町　

PN
：
ホ
ー
ち
ゃ
ん

さ
ん
）

　

今
月
（
六
月
）
か
ら
定
額

減
税
が
始
ま
り
ま
す
が
、
ど

う
い
う
方
法
で
減
税
さ
れ
る

の
か
解
り
に
く
い
し
、
担
当

す
る
役
所
も
た
い
へ
ん
だ
と

思
い
ま
す
。
も
っ
と
簡
単
な

減
税
方
法
を
考
え
て
も
ら
い

た
い
で
す
。

（
初
島
町　

松
岡
正
一
さ
ん
）

◆

　

い
つ
も
「
商
工
文
芸　
短

歌
作
品
」
を
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
三
十
一
音
に
込
め

ら
れ
た
思
い
に
共
感
し
ま

☆
七
月
一
日
…
正
副
会
頭
会

☆
七
月
二
日
…
工
業
部
会
視

察
研
修

☆
七
月
三
日
…
関
西
商
工
会

議
所
連
合
会
総
会

☆
七
月
七
日
…
有
田
川
ク

リ
ー
ン
作
戦

☆
七
月
十
九
日
…
常
議
員
会

☆
七
月
二
十
六
日
…
資
産
運

用
セ
ミ
ナ
ー

有
田
市
教
育
委
員
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加
者
募
集

有
田
市
教
育
委
員
会

ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
参
加
者
募
集

第
十
九
回 

有
田
市
文
芸
大
会 

作
品
募
集

第
十
九
回 

有
田
市
文
芸
大
会 

作
品
募
集

早
め
に
救
急
車
を
呼
ぶ
必
要

が
あ
り
ま
す
。
屋
内
の
環
境

に
も
同
様
に
気
を
配
り
、
猛

暑
を
安
全
に
乗
り
切
り
ま

し
ょ
う
。
熱
中
症
は
対
策
を

す
れ
ば
避
け
ら
れ
る
症
状
で

す
。
暑
さ
指
数
や
警
戒
ア

ラ
ー
ト
を
活
用
し
て
、
職
場

で
も
積
極
的
な
熱
中
症
対
策

が
で
き
る
と
い
い
で
す
ね
。

気
象
予
報
士
兼
税
理
士

藤
富　

郷

　

気
象
予
報
士
、
税
理
士
。

埼
玉
県
三
郷
市
生
ま
れ
。
早

稲
田
大
学
大
学
院
理
工
学
研

究
科
修
了
。
大
学
院
在
学
中

に
気
象
予
報
士
に
登
録
。
日

本
テ
レ
ビ
「
ス
ッ
キ
リ
」
に

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
と
し
て
出

演
し
な
が
ら
税
理
士
試
験
に

合
格
し
、
２
０
１
６
年
に
開

業
。
21
年
に
越
谷
税
務
署
長

表
彰
受
賞
。
趣
味
の
鉄
道
で

は
、
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
出
演
や

時
刻
表
、
鉄
道
模
型
雑
誌
に

コ
ラ
ム
を
寄
稿
。
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
や
ダ
ム
に
も
造
詣
が

深
く
、〝
複
業
〞
と
し
て
得

意
を
組
み
合
わ
せ
て
幅
広
く

活
躍
中
。
地
元
の
「
三
郷
市

Ｐ
Ｒ
大
使
」を
務
め
る
な
ど
、

地
域
と
の
関
わ
り
も
深
め
て

い
る
。

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

有
田
市
民
会
館
か
ら
の
お
知
ら
せ

※
イ
ベ
ン
ト
は
中
止
ま
た
は
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
ア
リ
ッ
サ
の
お
は
な
し
か
い

（
乳
幼
児
〜
就
園
前
く
ら
い
）

・
日
時
…
七
月
四
日
㈭

　

午
前
十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
な
ど
の
読
み

聞
か
せ

◆
水
曜
映
画
会（
大
人
向
け
）

・
日
時
…
七
月
十
日
㈬

　

午
後
二
時
〜

・
内
容
…
邦
画
「
ラ
ー
ゲ
リ

よ
り
愛
を
込
め
て
」

　
（
約
一
三
五
分
）

・
定
員
…
六
十
名
程
度

◆
こ
ど
も
夏
ま
つ
り
Ｄ
Ｘ
！

　
（
こ
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
七
月
二
十
日
㈯

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
紙
芝
居
の
読
み
聞

か
せ
と
映
画
「
チ
キ
ッ
プ

　

ダ
ン
サ
ー
ズ 

ｖ
ｏ
ｌ
．１
」

　
（
約
六
十
五
分
）

◆
有
田
市
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
「
さ
さ
や
き
」
の
お
は

な
し
会
（
子
ど
も
向
け
）

・
日
時
…
七
月
二
十
七
日
㈯

　

午
前
十
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
絵
本
や
紙
芝
居
の

読
み
聞
か
せ

◆
子
ど
も
司
書
講
座

・
日
時
…
七
月
二
十
四
日
㈬

　

・
二
十
六
日
㈮

　

午
後
一
時
三
十
分
〜
午
後

三
時
三
十
分

・
対
象
…
有
田
市
内
の
小
学

校
に
通
う
五
・
六
年
生
で

二
日
間
ど
ち
ら
も
参
加
で

き
る
方

・
定
員
…
六
名
（
定
員
に
な

り
次
第
募
集
締
め
切
り
）

※
申
込
受
付
中

◆
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
え
い
ご
で
お
は

な
し
会

・
日
時
…
八
月
二
日
㈮

　

午
後
二
時
〜

・
内
容
…
歌
や
ゲ
ー
ム
、
読

み
聞
か
せ

◆
ダ
グ
ラ
ス
の
夏
休
み
工
作

・
日
時
…
八
月
三
日
㈯

　

午
後
一
時
三
十
分
〜

・
内
容
…
「
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー

ボ
ト
ル
づ
く
り
」

・
対
象
…
小
学
生

・
参
加
費
…
百
円
（
当
日
）

・
定
員
…
十
名
（
定
員
に
な

り
次
第
募
集
締
め
切
り
）

・
申
込
：
七
月
十
日
㈬

　

午
前
九
時
三
十
分
よ
り
受

付
開
始

◆
あ
か
ち
ゃ
ん
タ
イ
ム
（
毎

週
木
曜
日
）

午
前
九
時
三
十
分
〜
十
二

時　

七
月
四
日
・
十
一

日
・
十
八
日
・
二
十
五
日

◆
七
月
の
図
書
館
休
館
日

毎
週
火
曜
日
と
、
図
書
整

理
日
の
七
月
三
十
一
日
㈬

問
…
有
田
市
図
書
館

☎
八
二
―
三
二
二
〇

　

豊
龍
山
戦
没
者
墓
苑
奉
仕

会
の
役
員
改
選
が
行
わ
れ
、

新
三
役
が
以
下
の
と
お
り
決

定
し
た
。（
敬
称
略
）

■
会
長

　

石
井　

守

■
副
会
長

　

児
嶋　

正
則

　

前　

賴
雄

　

田
植
え
を
終
え
、
田
園
風

景
に
蛙
の
鳴
き
声
が
響
き
わ

た
り
ま
す
。

（
宮
原
町　

宮
本
幸
代
さ
ん
）

◆

　
「
今
月
の
優
良
土
産
品
」

の
品
物
の
紹
介
、
地
元
に
い

な
が
ら
知
ら
な
い
品
物
も
多

い
で
す
。

（
箕
島　

PN
：
ア
ラ
レ
ち
ゃ

ん
さ
ん
）

◆

〇
化
学
物
質
管
理
者
講
習

　（
取
扱
い
事
業
所
向
け
）

・
日
程
…
七
月
二
十
六
日
㈮

　
【
学
科
の
み
】

・
定
員
…
五
十
名

・
受
講
料
…
一
四
，〇
八
〇

円
・
講
習
場
所
…
中
紀
地
域
職

業
訓
練
セ
ン
タ
ー

〇
玉
掛
け
技
能
講
習

・
日
程

【
学
科
】
八
月
二
十
二
日
㈭
・

二
十
三
日
㈮

【
実
技
Ａ
】八
月
二
十
四
日
㈯

【
実
技
Ｂ
】八
月
二
十
五
日
㈰

・
定
員
…
五
十
名
（
各
グ

ル
ー
プ
申
込
詰
り
次
第
締

切
）

・
場
所
…
中
紀
地
域
職
業
訓

練
セ
ン
タ
ー

・
受
講
料
…
二
三
，七
〇
〇

円
【
申
込
・
問
】

（
公
社
）
和
歌
山
県
労
働
基

準
協
会
日
高
有
田
支
部

　

☎
〇
七
三
八
―

　
　
　
　

二
三
―
二
〇
四
九

和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会
日
高
有
田
支
部

　
各
種
講
習
の
ご
案
内

和
歌
山
県
労
働
基
準
協
会
日
高
有
田
支
部

　
各
種
講
習
の
ご
案
内

特
定
非
営
利
活
動
法
人

豊
龍
山
戦
没
者

墓
苑
奉
仕
会

　
役
員
改
選
の

 
お
知
ら
せ

特
定
非
営
利
活
動
法
人

豊
龍
山
戦
没
者

墓
苑
奉
仕
会

　
役
員
改
選
の

 
お
知
ら
せ

有
田
川
ク
リ
ー
ン
作
戦 

七
月
七
日
㈰

　

本
年
の
有
田
川
ク
リ
ー
ン

作
戦
は
七
月
七
日
㈰
に
開
催

さ
れ
ま
す
。
有
田
市
を
美
し

い
ま
ち
に
す
る
た
め
、
皆
様

の
ご
参
加
、
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
集
合
場
所
は
お
住
ま
い
の

自
治
会
等
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

※
小
雨
決
行
（
中
止
の
場
合

は
放
送
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。）

■
開
催
日
時

　

七
月
七
日
㈰
七
時
〜

有
田
川
ク
リ
ー
ン
作
戦 

七
月
七
日
㈰

「警戒アラートで熱中症対策」「警戒アラートで熱中症対策」

　
『
辻
本
』
は
築
一
一
〇
年

以
上
の
古
民
家
・
空
き
家
を

活
用
し
た
複
合
施
設
。
現
在

改
修
を
進
め
て
い
る
。
こ
の

『
辻
本
』
の
一
階
に
有
田
市

初
島
町
内
で
唯
一
の
駄
菓
子

屋
が
五
月
五
日
㈰
よ
り
オ
ー

プ
ン
し
た
。

　

オ
ー
プ
ン
以
降
、
地
域
の

子
ど
も
た
ち
が
お
小
遣
い
を

握
り
し
め
て
や
っ
て
来
る
憩

い
の
場
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
古
道
具
店
・
寺
子

屋
・
ア
ト
リ
エ
・
デ
ザ
イ
ン

事
務
所
・
図
書
室
・
印
刷
室

な
ど
が
入
る
予
定
で
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
等
の
開
催
も
予

定
し
て
い
る
。

こ

だ
ま

は
や

と

お
お

い

し
ゅ
ん

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

築
一
一
〇
年
以
上
の
古
民
家
・
空
き
家
を
活
用

し
た
複
合
施
設
〝
辻
本
〞

　
駄
菓
子
屋
が
五
月
五
日
㈰
よ
り
オ
ー
プ
ン
！

〜
地
域
の
子
ど
も
が
集
い・学
べ・楽
し
め
る
場
所
に
〜

と
こ
と
ひ

▼
有
田
市
で
生
ま
れ
、
過
ご

し
て
三
十
年
が
経
つ
。
今

回
は
「
住
め
ば
都
」
を
実

感
し
た
お
話
で
あ
る
。

▼
つ
い
先
日
、大
学
生
の「
生

活
に
関
す
る
調
査
」
に
回

答
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

　

調
査
の
中
で
「
生
活
で
不

便
な
点
や
あ
れ
ば
便
利
と

思
う
も
の
は
。」
と
い
う

質
問
が
あ
っ
た
。

▼
い
ろ
い
ろ
と
考
え
て
み
た

が
、
特
段
不
便
と
感
じ
る

こ
と
は
な
く
、
こ
の
施
設

が
！
こ
の
お
店
が
！
と

い
っ
た
も
の
も
な
い
。
か

と
言
っ
て
物
欲
が
な
い
わ

け
で
も
な
い
。

　

こ
れ
が
「
住
め
ば
都
」
と

い
う
も
の
か
と
い
う
結
論

と
な
っ
た
。

　

そ
ん
な
こ
と
で
、
未
だ
に

そ
の
質
問
か
ら
進
め
ず
に

い
る
。

▼
交
通
や
情
報
の
利
便
性
が

高
ま
っ
て
い
る
昨
今
だ
か

ら
こ
そ
「
住
め
ば
都
」
を

感
じ
る
人
が
増
え
て
い
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
編
集
事
務
局
）

答 …
A B C

漢

詰
字

め

ス
ロ
ク

　

リ
ス
ト
か
ら
漢
字
を
選
び
、
空
い
た
マ
ス

を
埋
め
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
を
完
成
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

　

ひ
と
つ
の
文
字
は
１
回
し
か
使
え
ま
せ
ん
。

最
後
に
、
Ａ
〜
Ｃ
の
マ
ス
に
入
る
漢
字
で
で

き
る
三
字
熟
語
を
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　 季 　 　 　 会

分 　 団 Ａ 　 社

六 　 　 　 無

　 倒 　 危 Ｃ

Ｂ 見 　 　 質

呂 　 卵 　 　 答

踏 機 体 黄 面

舞 風 四 問 扇

鶏 法

商
工
文
芸

さ
び
し
さ
と
春
の
寒
さ
の
二
重
奏 

在
塚
富
美
子

夏
布
団
ふ
わ
り
と
掛
け
て
夢
を
待
つ 

岩
橋
喜
代
子

有
田
路
の
ど
こ
も
蜜
柑
の
花
香
る 

江
川　

伸
子

集
会
所
生
ま
れ
の
燕
四
つ
子
な
る 

大
谷　

綾
子

畑
の
穴
覗
き
蛙
と
目
の
会
ひ
ぬ 

下
村　

記
代

水
た
ま
り
の
大
股
で
越
え
梅
雨
晴
間 

田
中　

君
代

田
植
靴
破
れ
引
退
促
さ
れ 

中
谷　

恭
子

ス
リ
ッ
ポ
ン
の
白
靴
買
っ
て
旅
支
度 

堀
江
佳
代
子

夕
風
に
黄
菅
の
蕾
揺
れ
て
お
り 

山
上
嘉
津
代

　

白
雨
は
「
は
く
う
」
と
読
み
夕
立
の
こ
と
。
盛

夏
の
に
わ
か
雨
で
夕
方
に
降
る
。
万
葉
時
代
に
は

暮
方
の
雨
と
書
き
「
ゆ
う
だ
ち
の
あ
め
」
と
詠
ん

で
い
る
。

　

運
動
場
の
局
地
に
今
、
叩
く
が
如
く
、
篠
竹
を

束
ね
て
突
き
差
す
よ
う
に
激
し
く
降
っ
て
来
た
。

し
か
し
夕
立
の
あ
と
は
一
段
と
涼
し
さ
を
覚
え
る

の
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　

編
集
委
員　

綛
田
隆
信

七
月
作
品

共
感
の
一
句

小
豆
島
俳
句
会

白
雨
い
ま
運
動
場
を
叩
き
け
り 

菊
地　

則
子

き
す
げ


